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豊穣な社会のための防災研究拠点（YNU防災研）

横浜市・神奈川県・高速道路会社・鉄道会社等との連携を強化し、
地域の防災・減災にハードとソフトの両面で貢献するとともに、

防災・減災に関して全学の関連組織と連携し、学府・学部の教育へも貢献する。

拠点の活動目的

神奈川・横浜エリア等の
社会の強靭化への貢献

大学のもつ
コンサルティング機能の

強化

防災・減災マインド
を持った人財の育成

2023.4より，「豊穣な社会研究センター」が設立



防災・減災に貢献する

豊穣な社会研究センター
Research Center for Sustainability, Resilience and Well-being

 研究センターのビジョン
社会を支えるインフラに関する研究、デジタルツイン技術による防災・減災のための研究、そして、
幸せな社会のための人と人のつながり方についての研究、を通じて豊穣な社会を目指す。

豊穣な社会研究センター
（センター長/主任研究者 細田 暁 教授）

元気なインフラ研究所 もしも×可視化研究所 つながり方研究所

防災・減災アカデミー
Disaster Prevention Academy

・デジタルツインで都市をまるごと解析
・見ることで知る・備える・命を守る

豊穣な社会とは何か？
研究と教育が融合した実践とは？
防災における大学の役割とは？

・人と人との繋がり方を科学する
・縦割り社会システムの課題は？

専門分野：AI・データサイエンス・地震工学等

大学がコアとなる社会マネジメント
  ・産官学の人財育成
・政策提言
・統合的な知の創造

専門分野：経済・経営学・人文科学・理工学等専門分野：土木・建築・都市科学・化学・AI等

・インフラ維持管理システムの革新
・長寿命インフラの建設システム

所長 松永昭吾 客員教授 所長 小松 怜史 准教授 所長 河野 克典 客員教授



防災・減災に貢献する

豊穣な社会研究センター
Research Center for Sustainability, Resilience and Well-being

所長 松永昭吾 客員教授
（株式会社 インフラ・ラボ 代表取締役）

所長 小松 怜史 准教授
（都市イノベーション研究院）

所長 河野 克典 客員教授
（株式会社 CONTACTIVITY 代表取締役）



和のAI・コーチング イベント
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2024年5月27日に、YNUメディアホールで開催
（梅原学長も参加）

東京コーチング協会と連携
西洋的な「主客を分離しない」、
私たちを主語にした「和のコーチング」
の模索

「わびさび」をコーチングに活かす
 AIが対話に加わるコーチング

対談「分断と孤立の時代に、
個の幸せよりも絡合的で豊穣な社会
を目指す」

このイベントの後、
「和のAI・コーチング」のコンセプトが、
つながり方研究所により、コンサルティング、
コーチングのソフトウェア開発につながった。



福島とつながる イベント
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2024年5月28日に、みなとみらいWeworkで開催
（梅原学長も参加）

（一社）とみおかワインドメーヌ
 （株）ふたば代表の遠藤氏と連携

講演「復興のワインつくり」
対談「100年後の豊穣な社会を考える」
全員で対話「私たちのできること」

分断と孤立の時代に、
個の幸せよりも絡合的で豊穣な社会
を目指す」

このイベントの後、
（株）ふたばの社員と横浜国大で対話に夜コラ
ボレーションを実施。



福島の企業とつながる イベント
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2024年8月5日に、福島県富岡町と郡山にて
（株）ふたば社員と豊穣C、福島大学で対話会を
開催した。

テーマ「ビジョンの自分ごと化」
参加者
 ふたば社員１６名、横浜国大５名、
 福島大１名 計２１名
目的
 繋がる技術で協業テーマ探求

（株）ふたばとYNUの共同研究によっ
て生まれる未来（アウトプット）：

心理的安全性を基盤とした経営手法の進
展により、従業員の満足度が高まり、結
果として企業全体の生産性と創造性が飛
躍的に向上することが期待される。



つながるコンソーシアムの立ち上げ
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まずは有志にて、学際領域のコミュニティ
“日本コミュニケーション科学会”を立ち上げた

第１回会合 10月6日
テーマ「対話とAIの融合」
参加者：35名
 （コーチ、弁理士、教師など）

第２回会合 10月31日
テーマ「ビジネスシーンのつながるAI」
参加者：16名
 （ビジネスコーチ、コンサル他）

第３回予定 11月26日
テーマ「（仮）教育・学習とAI」



横浜市における複数被災シナリオを統合した
緊急輸送路閉塞リスク評価マップの提案

2024年10月3日(木)
横浜国立大学

SIP「スマート防災ネットワーク」 E-1-1 2024成果報告



研究開発 目指す姿現状

SaaS化

シミュレーションドリブンの災害対
策行動の変容

2. 担当部分がSIPを通じて目指す姿についてのバックキャスト
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SIP終了時に開発されていることSIP開始時
の状況

・建物倒壊を想定した単一シナ
リオに基づくリスク評価
・耐震性の有無と建物高さと道
路幅の関係という、論拠に欠け
る評価
→被災シナリオを統合した合理
的なリスク評価マップが必要

・緊急輸送路を閉塞する可能性のある地震以外の
災害あるいは震災による建物倒壊以外の被害の重
畳・連鎖（橋梁等の被害、斜面災害、地震後の火
災など）といった複数の被災シナリオを統合した
革新的なリスク評価マップを提示

・提案する評価手法（建物倒壊評価法，橋梁被害
予測手法）の自動化を試みる。

・成果のとりまとめ（手
引き化）を行うことで，
横浜市以外の自治体等へ
の展開を目指すとともに，
横浜市耐震改修促進計画
への反映を目指す。

広域での評価（確率HM）



3. 担当部分の概要
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 広域における建物倒壊リスク評価手法の高度化・自動化を図る。
 桁ずれによる交通障害リスク評価のため橋梁モデル作成の自動化を図る。

1次診断

評価

判定

2次診断

評価

判定

対策

O K

N G

記録
O K

予
算
に
応
じ
て
補
強

建物耐震性能評価フロー図

N G

広域での検討
(スクリーニング)

個別での検討
(補強方法検討含) ＋

可動支承固定支承

橋軸方向

橋軸直角方向

分布質量

一般構造モデル

橋軸方向ばね

橋軸直角方向ばね

鉛直方向
剛体ばね

実橋モデルの例

＋

行政の橋梁管理
データ

Data Process 
Platform

不足データの
補完

地震直後の桁ず
れ・復旧シミュ
レーション 実被災状況の例



豊穣な社会研究センター
Research Center for Sustainability, Resilience and Well-being

 元気なインフラが、豊かで持続可能な社会を支える。
 元気なインフラが、地域や社会の防災・減災力を向

上させる。
 都市への集中を緩和し、都市・地方が均衡的に発展

する。
 インフラが健全であるための技術、サステイナブルな材

料技術、人財育成システム

元気なインフラ研究所 -Long-life Healthy Infrastructure Laboratory-

学内メンバー
都市イノベーション：建設材料学、構造工学、地震工学
都市イノベーション：水工学 / 海岸工学
都市イノベーション：建築計画、都市計画、都市防災

学外メンバー・連携先
国内の様々な大学、民間企業、研究・行政機関等
ダナン大学、カイロ大学、ラホール工科大学等

ひび割れゼロの長寿命の橋 山岳トンネル養生システム

鉄道レールの座屈防止 地下構造物の腐食



能登の山岳トンネルの覆工コンクリートの崩壊 (2024.7)



豊穣な社会研究センター
Research Center for Sustainability, Resilience and Well-being

元気なインフラ研究所 コンソーシアム

センター内の3つの研究所の一つである「元気なインフラ研究所」では，

そこに集う学内外の研究者，技術者，実務者たちの得意技を生かして，
社会を支えるインフラ（社会基盤）の長寿命化，強靭化，環境負荷低
減のための技術開発，技術の社会実装、インフラの建設や維持管理の
ためのシステムの構築や改善，に取り組みます。

コンソーシアムの活動目的：元気なインフラの建設，維持管理，建設・
供用中の環境負荷低減などのための情報共有，コンサルティング，共
同研究，技術の開発と社会実装，人財育成などのためにコンソーシア
ムを組織する。元気なインフラを通じて豊穣な社会の実現を目指す。
対象分野は，橋梁，トンネル，上下水道，建築等のインフラや都市基
盤，および，それらを構成するコンクリート，鋼，地盤などの材料を
想定しています。

コンソーシアムの活動概要：情報共有のためのセミナーの開催，技術コ
ンサルティング，課題解決のための共同研究，講師派遣，人財育成セ
ミナー，など

コンソーシアムに参画いただきたいプレーヤー：インフラ管理者，行政機
関，建設会社，建設コンサルタント，材料メーカー，研究機関，学校
機関，個人など。

コンソーシアムの参加要件：民間企業はコンソーシアム参加のための年
会費（5万円／年）。共同研究を実施する場合などは別途。



元気なインフラ研究所の公開セミナーを、
2024.2月6日に開始

第1回「挑戦的なローカルモデルの創出と展開」
（2024.2.6）

第3回「真に我が国が発展するためのインフラの
  ありかた」
（2024.5.28）

第6回「廃棄物も有効利用できる『オワコン』
による雑草対策、ヒートアイランド抑制への
チャレンジ」
（2024.10.9）

第5回「首都圏の鉄道地下トンネルの劣化の実態と
効果的な補修方法
  ー塩害と断面修復工法ー」
（2024.8.10）

第4回「地方自治体のインフラ維持管理を救う
地域モデルの一つ、高岡モデルとは？」

（2024.7.5）

第2回「地方自治体のインフラ維持管理の抱える
課題を議論する」

（2024.3.22）



自治体の管理する橋梁群の維持管理システムの改善 

高岡市における、橋梁の維持管理システムの改善

・橋梁に必要な性能（安全性、使用性、第三者被害防止）を確保できる、
無駄のない超合理的な点検システムの提案

・橋梁の性能の適切な診断システムの提案
・再劣化しない適切な補修工法の構築

2023年1月16日
高岡市－横浜国立大学－新日本コンサルタント

で三者協定を締結



2024年度 主な講演実績
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講演のほか、公務員向け研修講師、小中高校での出前
授業、月１回の社会人学び直し塾（ふくおか教養塾）、
NHKラジオ出演、ＦＭ福岡ラジオ出演などを行った。



2024年度 主な講演実績①
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日時 講演先 タイトル 講師
2024.4.19 岐阜県建設技術センター 地域建設業の魅力(行政向け) 松永
2024.5.17 東海コンクリート診断士会 インフラメンテナンスの魅力 松永
2024.5.25 ヨコハマ海洋市民大学 灯台の父・ブラントンととも

に海から見る横浜
松永

2024.5.25 YOUテレビ
※一部出演.７月横浜地区放送

西洋文明の灯を灯せ〜灯台の
父ブラントン〜

松永

2024.5.31 (公社)日本コンクリート工学会
関東支部

自分の言葉で伝えるー土木広
報虎の巻ー

松永

2024.6.2 宅島建設グループ経営計画会
議(長崎)

建設業の価値と使命ー長崎県
下で担う建設業の役割ー

松永

2024.6.12 SAGA建設技術フェア2024
(佐賀)

いま建設技術者が理解してお
くべき５つのこと〜デジタル
化や働き方改革など〜

松永

2024.6.28 寺島建設安全衛生大会(長崎) 安全の心構え〜いま建設会社
役職員が理解しておくべき５
つのこと〜

松永



2024年度 主な講演実績②
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日時 講演先 タイトル 講師
2024.7.13 日本技術士会北九州地区支部

(福岡)
土木偉人・沼田尚徳技師に学
ぶ技術者の魅力と矜持

松永

2024.7.24 三東工業社グループ安全衛生
大会(滋賀)

令和の時代の建設業〜豊穣な
社会実現のために〜

松永

2024.7.25 (一社)八代建設業協会 これからの建設現場に求めら
れるマネジメントとリーダー
シップ

松永

2024.9.3 (一社)土木学会 会長特別PJ
パネルディスカッション

自分の言葉で伝える土木 松永

2024.9.4 (一社)土木学会 国際センター
パネルディスカッション

国際特別講習会「土木の分岐
点@ジャンクション、みち、
未来〜パラダイムシフト〜」

松永

2024.9.7 大分県技術士会(大分) 土木広報の実践ー使命と価値
を伝えようー

松永

2024.9.13 長崎県測量設計コンサルタン
ツ協会(長崎)

建設コンサルタント業務にお
ける発注者からの評価〜業務
成績と業務表彰を考える〜

松永



2024年度 主な講演実績③
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日時 講演先 タイトル 講師
2024.9.26 本州・北海道架橋を考える会

(北海道)
架橋が秘めた未来に向けて今
なすべきことは！(パネル)

松永

2024.10.4 旭建設技術定例会(宮崎) いまシビルエンジニア・シビ
ルワーカーが知っておくべき
１０のこと

松永

2024.10.22 福岡県土木組合連合会直方支
部・遠賀川建設組合連合会
(福岡)

土木の魅力向上へ何が必要か
「時間どろぼう」とたたかお
う

松永

2024.10.27 藤井基礎設計事務所(島根) ドボコン（土木模型コンテス
ト）審査委員長

松永

2024.10.31 東洋大学理工学研究科(埼玉) インフラの教育・広報〜社会
問題の解決方法を考える〜

松永

2024.11.7 博多みなと倫理法人会(福岡) 土木が目指す幸せな社会 松永



2024年度 今後の主な講演予定
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日時 講演先 タイトル 講師
2024.11.22 Made in 新潟 新技術(新潟) 土木の魅力とその伝え方 松永
2024.11.23 福岡導水バスツアー(福岡) 福岡の水(仮) 松永
2024.11.28 北筑後地区中学校校長会

(福岡)
中学校防災教育における
土木史の効果的な活用(仮)

松永

2024.11.30 NPO法人まちネット人ネット
九州・西日本工業大学(福岡)

土木技術者からみた京築の自
然の恵みと防災

松永

2024.12.6 (一社)日本建設機械レンタル協
会滋賀支部(滋賀)

建機レンタル業の魅力
〜社会を支えるということ〜

松永

2024.12.11 国土交通省九州地方整備局
鹿児島国道事務所(鹿児島)

九州の土木偉人に学ぶ未来へ
の投資

松永

2024.12.13 鳥取大学工学部
社会システム土木系学科(鳥取)

元気なインフラと点検者 松永

2025.2.4 太平洋技術士会
太平洋セメントグループ(東京)

来るべき激甚災害に負けない
持続可能な社会の実現に向け
て

松永

2025.2. 福井県コンクリート診断士会
(福井)

未定 細田C長
松永
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